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( 科目コード：8501520005JJ)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】システムプログラム
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

櫻井 治男

【授業目標・教育方針】
・４－５年次の「システムプログラム」を通じて、計算機システムの内部で動作している様々なプログラムの原理、
内部構造を理解する能力を身に付ける。
・５年次では、システムプログラムの中でも中核となるオペレーティングシステム（ＯＳ）について学ぶ。
・本科目によって、コンピュータのハードウェアを制御し、様々なプログラムを同時に効率よく処理できるようにす
るための基本ソフトウェアであるＯＳの機能と構造、その仕組みを習得する。

【授業概要】
ＯＳは複雑で難度の高いプログラムであると言われるが、本科目ではＯＳの機能を分割して明確に定義された単一の
仕事に分けて学習することによって、以下の内容を習得する。
・単層カーネル方式とマイクロカーネル方式の特徴を知る。
・ファイルマネジャーＦＭ、メモリマネジャーＭＭ、プロセスマネジャーＰＭ、プロセス間通信マネジャーＩＰＣＭ、
カーネルの各々の役割と機能を理解する。
・入出力と割り込みを理解する。
・軽量プロセス（スレッド）の概念を把握し、Windows 上での利用法を習得する。
・ネットワーク（TCP/IP）プロトコルを学び、そのプログラミングを習得する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書  ： 「オペレーティングシステム」清水謙太郎、岩波書店

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：システムプログラム）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ＯＳとは オペレーティングシステム（ＯＳ）とは
第 2 回 ユーザからみたＯＳ シェル、リダイレクトとパイプ
第 3 回 プログラム開発とＯＳ プログラム開発ツール、漢字コード
第 4 回 ファイルシステム ユーザからみたファイルシステム
第 5 回 ファイルシステムの構造 レポート
第 6 回 ファイルシステムの階層ディレクトリ
第 7 回 プログラムからのファイルの利用
第 8 回 入出力と割り込み 入出力ハードウェアとその制御
第 9 回 デバイスコントローラとドライバ
第 10 回 入出力プログラム（FILE 構造体）
第 11 回 キャッシング、バッファ管理 レポート
第 12 回 リダイレクトの仕組み
第 13 回 割り込み
第 14 回 システムコールの実現法
第 15 回 マルチプログラミングの仕組み
第 16 回 プロセス プロセスの基本設計
第 17 回 プロセスの状態
第 18 回 走行プロセスの決定（スケジューリング） レポート
第 19 回 メモリ管理 主記憶の管理
第 20 回 スワッピングとオーバレイ
第 21 回 セグメンテーション
第 22 回 ページング
第 23 回 セキュリティ アクセス制御、ユーザの認証
第 24 回 並行プロセス プロセスとスレッド
第 25 回 プロセス間の同期
第 26 回 ピーターソンのアルゴリズム
第 27 回 セマフォアと生産者消費者問題 レポート
第 28 回 共有メモリとメッセージ
第 29 回 ネットワーク ソケットプログラミング
第 30 回 ＯＳの構成法 システム構成例
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